
引

書

か

ら

み

た

五

経

正

義

の

成

り

立

ち

！
所
引
の
緯
書
を
通
し
て
　
ー

一
　
は
じ
め
に

清
末
の
匪
学
者
皮
錫
瑞
の
『
経
学
歴
兜
』
に
は
、
唐
初
に
撰
定
さ
れ

た
『
五
経
正
義
』
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

①

孔
疏
の
欠
点
を
論
議
す
る
者
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
つ
、
彼
此
互
異
（
五
経
正
義
中
に
お
け
る
主
張
の
相
異
）

一
つ
、
曲
殉
注
文
　
（
真
理
を
曲
げ
て
ま
で
注
を
車
守
す
る
）

一
つ
、
雑
引
詩
経
（
経
書
解
釈
に
識
膵
の
書
を
雑
え
引
く
）

考
え
る
に
、
注
疏
の
著
書
の
通
例
と
し
て
は
、
注
文
は
経
文
を
、

琉
文
は
注
文
を
駁
し
な
い
し
、
異
義
を
取
ら
ず
専
ら
一
家
の
解
釈
を

宗
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
曲
的
注
文
」
は
欠
点
と
す
る
に
は
及

ば
な
い
。
ま
た
誰
膵
の
書
は
古
義
を
存
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
原

九
〇

野

　

間

　

文

　

史

文
は
今
文
で
あ
り
、
こ
れ
を
難
え
引
い
て
経
文
を
解
釈
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
大
き
な
欠
点
と
は
い
え
ぬ
。
し
か
し
「
彼
此

互
異
」
と
い
う
点
に
関
し
て
だ
け
は
、
学
者
は
従
う
べ
き
所
が
わ
か

ら
ず
、
既
に
判
定
の
規
準
を
失
い
、
殊
に
統
一
の
名
義
に
釆
く
も
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
識
膵
の
説
を
例
に
と
る
と
、
注
疏
は
と
も
に
識

醇
を
引
用
す
る
が
、
『
詩
』
　
『
礼
』
は
部
玄
に
従
う
の
で
是
と
み
な

し
、
『
書
』
は
郵
玄
に
従
わ
な
い
の
で
非
と
み
な
し
て
い
る
。
結
局

の
と
こ
ろ
識
経
は
是
で
あ
る
の
か
非
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
矛
盾
の

甚
だ
し
い
も
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
後
で
皮
氏
は
、
『
五
経
正
義
』
編
纂
に
従
事
し
た

学
者
の
数
が
多
く
、
『
五
経
』
の
そ
れ
ぞ
れ
を
分
捜
し
て
各
自
で
底
本

4
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を
選
択
し
た
た
め
に
か
か
る
不
統
一
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、

名
は
創
定
（
は
じ
め
て
つ
く
る
）
だ
が
実
は
困
仇
（
よ
り
し
た
が
う
）

で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
　
（
経
学
統
一
時
代
）
。

皮
氏
の
主
張
は
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で

は
『
五
経
正
義
』
が
肝
引
の
識
膵
の
書
に
対
し
て
い
か
な
る
評
価
を
下

し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
更
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
五
経
正
義
』
の
性
格
の
一
端
を
考
察
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
尚
書
正
義
詐
引
の
繹
書

さ
て
「
雑
引
議
繹
」
と
非
難
さ
れ
る
『
五
経
正
義
』
で
は
あ
る
が
、

皮
氏
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
館
書
正
義
』
は
障
害
に
対
し
て

否
定
的
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
そ
こ
で
先
ず
『
館

書
正
義
』
所
引
の
も
の
か
ら
検
討
を
始
め
た
い
。

⑧

『
侍
書
正
義
』
に
引
用
さ
れ
た
経
書
の
数
は
凡
て
二
七
例
、
全
体
の

引
用
書
籍
の
中
で
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
方
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち

で
、
障
害
が
前
漠
未
の
哀
帝
・
平
帝
時
代
に
偽
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
明

言
し
て
い
る
以
下
の
数
例
が
注
目
さ
れ
る
。

引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
1
所
引
の
経
書
を
通
し
て
ー
1

○
　
其
繹
文
節
近
、
不
出
聖
人
。
前
賢
共
輿
有
所
不
取
。
通
人
考

正
、
偽
起
哀
平
。
則
孔
君
之
時
、
未
有
此
膵
。
伺
可
引
以
為
難

乎
。
（
巻
二
・
二
葉
裏
　
嘉
慶
二
十
年
刊
阪
刻
本
に
よ
る
。
以
下

同
様
）
1

書
①

○
　
繹
候
之
書
乃
称
「
有
責
龍
玄
亀
白
魚
赤
雀
負
園
衝
書
以
授
聖

人
」
。
正
典
無
其
事
也
。
浜
白
哀
平
之
間
、
膵
候
始
起
。
仮
託

鬼
神
、
妄
称
祥
瑞
。
孔
時
未
有
其
説
。
縦
使
時
己
有
之
、
亦
非
孔

所
信
也
。
（
巻
八
・
二
六
葉
表
）

書
㊥

○
　
障
候
之
苦
言
「
受
命
者
謂
有
責
龍
玄
亀
白
魚
赤
雀
負
園
衝
書
以

命
人
主
」
。
其
言
起
於
漢
哀
平
之
世
、
経
典
無
文
鳶
。
孔
時
未
有

532

此
説
。
（
巻
十
一
・
一
葉
裏
）

書
③

○
　
中
候
及
諸
繹
多
説
黄
帝
尭
舜
議
場
文
武
受
図
書
之
事
、
皆
云

「
龍
負
図
、
亀
負
書
」
。
繹
候
之
書
不
知
誰
作
。
通
人
討
毅
、

謂
偽
粒
哀
平
。
（
巻
十
二
二
二
葉
裏
）

書
④

こ
の
よ
う
に
繹
書
の
成
立
を
前
浜
の
哀
平
期
と
確
言
す
る
例
は
、
他
の

『
正
義
』
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
野
間
）

九
一



引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
　
－
　
所
引
の
経
書
を
通
し
て
　
－

そ
し
て
繹
書
の
史
料
的
価
値
を
打
ち
消
す
例
が
あ
る
。

○
　
天
道
左
旋
、
自
体
右
行
、
故
星
見
之
方
、
与
四
時
相
逆
。
春
則

南
方
見
、
夏
則
東
方
見
、
秋
則
北
方
見
、
冬
則
西
方
見
。
此
則

勢
自
当
然
。
而
書
繹
為
文
生
説
、
言
「
春
夏
相
与
交
、
秋
冬
相

与
互
、
謂
之
母
成
子
、
子
助
母
」
、
斯
仮
妄
之
談
耳
。
（
巻
二
・

一
五
葉
裏
・
一
六
葉
表
）

書
⑥

○
　
将
以
子
不
肖
、
時
無
聖
者
、
乃
運
値
汚
隆
、
非
望
有
優
劣
。
而

繹
候
之
書
附
会
其
事
、
乃
云
「
河
洛
之
符
、
名
字
之
録
」
。
伺

（
野
間
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

〇
　
鄭
玄
依
書
経
、
以
尚
字
是
孔
子
所
加
。
故
書
賛
自
「
孔
子
乃
尊

而
命
之
日
尚
書
。
塔
頭
鈴
云
、
因
而
謂
之
書
、
加
尚
以
尊

之
」
。
又
臼
「
書
務
以
天
言
之
」
。
鄭
玄
溺
於
書
繹
之
説
、
伺

有
人
言
而
須
賀
之
於
天
乎
。
（
巻
二
・
一
二
葉
表
Y
－
－
書
㊦

○
　
歴
数
謂
天
歴
運
之
数
。
帝
王
易
姓
而
興
、
放
言
「
歴
数
謂
天

道
」
。
鄭
玄
以
「
歴
数
在
汝
身
」
謂
有
図
品
之
名
。
孔
無
讃
繹

之
説
、
義
必
不
然
。
当
以
大
功
既
立
、
衆
望
帰
之
、
即
是
「
天

道
在
身
」
（
巻
四
・
十
葉
表
）

其
妄
且
俗
也
。
（
巻
二
・
二
六
葉
表
）

書
⑥

『
尚
書
正
義
』
の
繹
書
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
『
尚
書
正

義
』
の
依
拠
し
た
『
尚
書
』
の
注
が
　
（
偽
）
　
孔
安
国
伝
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
経
書
説
を
多
く
採
用
す
る
鄭
玄
注
に

対
抗
し
ょ
う
と
す
る
意
志
が
強
く
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
『
尚
書
正
義
』
に
は
、
辞
書
説
に
立
脚
し
た
鄭
玄
の
主

張
を
反
駁
す
る
例
が
多
い
。
い
ま
二
例
挙
げ
て
み
よ
う
（
他
に
巻
一
の

五
葉
表
・
丸
薬
裏
・
巻
二
の
一
五
葉
裏
な
ど
）
。

そ
れ
で
は
繹
書
の
所
説
と
孔
安
国
伝
の
主
張
と
が
一
致
す
る
場
合
に

は
、
『
尚
書
正
義
』
は
い
か
に
対
処
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
経
　
月
之
従
星
、
則
以
風
雨
。
伝
　
月
経
於
箕
則
多
風
。
離
於
畢

則
多
雨
。
正
義
日
、
詩
云
「
月
離
干
草
、
伸
醇
柁
央
」
是
「
離
畢

則
多
雨
」
、
其
文
見
於
経
。
「
経
箕
則
多
風
」
伝
記
無
其
事
。

鄭
玄
引
春
秋
繹
云
「
月
離
於
箕
則
風
揚
沙
」
。
作
繹
在
孔
君
之

後
、
以
前
必
有
此
説
、
孔
依
用
之
也
。
（
巻
一
二
・
二
四
葉

裏
）
　
－

l
　
書
⑨



と
あ
る
の
が
す
な
わ
ち
そ
の
例
で
、
鄭
玄
が
安
易
に
『
春
秋
緯
』
に
根

拠
を
求
め
る
の
に
対
し
て
、
『
正
義
』
は
、
古
書
に
そ
の
よ
う
な
説
が

既
に
あ
っ
た
は
ず
で
、
孔
伝
は
そ
れ
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

が
繹
書
説
と
た
ま
た
ま
符
合
し
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
見
な
す
の
で
あ

る
。
同
様
な
主
張
が
前
に
引
用
し
た
書
④
に
も
、
続
け
て
「
雑
復
前
漢

之
末
始
有
此
書
、
以
前
学
者
必
相
伝
此
説
」
と
見
え
て
い
る
。

も
っ
と
も
『
尚
書
正
義
』
所
引
の
経
書
の
す
べ
て
が
否
定
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
論
証
の
過
程
に
史
料
と
し
て
利
用
す
る
例
も
見
ら

れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
も
鄭
玄
と
の
関
連
に
お
い
て
の
も
の
が
少
な
く

な
い
。
い
ま
二
例
ほ
ど
挙
げ
よ
う
。

○
　
此
序
鄭
玄
馬
融
王
粛
並
云
孔
子
所
作
。
孔
義
戎
然
。
…
＝
・
鄭
知

孔
子
作
者
、
依
繹
文
而
知
也
。
（
巻
二
・
四
葉
表
）
　
－
　
書
㊥

○
　
鄭
玄
云
「
周
時
斉
桓
公
塞
之
、
同
為
一
河
。
今
河
間
弓
高
以

東
、
至
平
原
高
津
、
往
往
有
其
遺
処
」
。
春
秋
緯
宝
乾
図
云

「
移
河
為
界
在
斉
呂
、
壌
悶
八
流
以
白
広
し
。
鄭
玄
蓋
拠
此
文
為

斉
桓
公
塞
之
也
。
（
巻
六
・
七
葉
裏
）

書
⑪

引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
1
所
引
の
経
書
を
通
し
て
　
－

以
上
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
『
尚
書
正
義
』
に
お
い
て
繹
書
は
低
い

評
価
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
以
下
順
次
、
他
の
『
正
義
』
の
検
討
に
移
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ

の
前
に
『
五
経
正
義
』
成
立
の
事
情
と
そ
の
性
格
・
体
裁
に
つ
い
て
略

述
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
尚
書
正
義
』
の
経
書
に

対
す
る
評
価
の
意
味
も
さ
ら
に
明
確
と
な
り
、
ま
た
冒
頭
で
引
用
し
た

皮
氏
の
論
旨
も
よ
り
判
然
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

三
　
五
経
正
義
の
体
裁

唐
の
太
宗
は
当
時
の
儒
学
が
多
門
で
あ
っ
て
、
経
書
の
章
句
が
煩
雑

で
あ
る
こ
と
を
憂
え
、
国
子
祭
酒
の
孔
頴
達
に
命
じ
て
『
五
経
』
の
義

疏
を
撰
定
せ
し
め
た
。
凡
て
一
百
八
十
巻
。
こ
の
書
は
最
初
、
『
五
経

義
賛
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
が
、
後
に
『
五
経
正
義
』
と
改
名
さ
れ
た
。

「
正
義
」
と
は
「
正
確
な
る
意
義
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、

そ
の
実
態
は
「
正
当
な
る
義
疏
」
と
い
っ
た
方
が
よ
り
適
当
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
ば
『
五
経
正
義
』
は
『
五
経
』
の
本
文
を
直
接
に
解
釈
す
る

と
い
う
方
法
は
取
ら
ず
、
先
ず
『
五
経
』
に
対
す
る
最
良
の
　
「
注
釈
」

（
野
間
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
　
ー
　
所
引
の
緯
書
を
通
し
て
1

を
選
択
し
、
さ
ら
に
こ
の
「
注
釈
」
を
再
注
釈
し
た
書
の
中
か
ら
最
良

の
も
の
を
選
定
し
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
そ
の
不
備
を
次
善
の
も
の
で

補
う
と
い
う
形
を
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
再
注
釈
の
書
は
「
義

琉
」
と
呼
ば
れ
、
六
朝
時
代
に
は
数
多
く
著
作
さ
れ
た
。
当
時
の
仏
典

の
講
釈
法
を
経
学
に
応
用
し
た
も
の
だ
と
も
い
わ
れ
る
。

さ
て
『
正
義
』
の
一
般
的
な
体
裁
は
、
ま
ず
「
経
」
あ
る
い
は
「
伝
」

の
本
文
を
、
選
定
し
た
「
注
」
に
基
づ
い
て
忠
実
に
詳
細
な
解
釈
を
施

す
。
こ
れ
が
そ
の
第
一
段
階
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
述
べ
た

「
正
確
な
る
意
義
」
の
意
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
で
既
に
充
分
な
は
ず
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
『
正
義
』
は
更
に
、
選
定
し
た
「
注
」
が
い
か
に
妥

当
な
注
釈
で
あ
る
か
を
遂
一
論
証
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
正

義
』
の
本
預
は
実
に
こ
の
部
分
に
存
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
と
り
わ

け
選
定
さ
れ
た
も
の
以
外
の
有
力
な
「
注
」
　
（
『
周
易
』
　
『
尚
書
』
の

鄭
玄
注
、
『
毛
詩
』
　
『
礼
記
』
の
王
粛
注
、
『
左
伝
』
の
服
虔
注
な
ど
）

と
そ
の
解
釈
が
相
対
立
す
る
と
き
、
正
義
は
全
力
を
あ
げ
て
選
定
し
た

「
注
」
の
正
し
さ
を
論
証
す
る
わ
け
で
、
そ
の
考
証
は
複
雑
と
な
り
、

（
野
間
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

引
用
す
る
文
献
も
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
が
そ
の
第
二
段
階
で
あ
る
。

第
三
段
階
は
、
選
定
し
た
「
注
」
の
解
釈
に
二
通
り
以
上
の
異
説
が
存

在
す
る
場
合
（
た
と
え
ば
『
礼
記
正
義
』
の
皇
侃
と
態
安
生
）
、
あ
る

い
は
「
注
」
の
中
で
の
矛
盾
・
経
書
間
の
矛
盾
等
の
調
停
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
段
階
に
せ
よ
撃
二
段
階
に
せ
よ
、
そ
の
解
釈
の
妥
当
性

は
そ
の
証
拠
と
し
て
の
先
行
文
献
の
有
無
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
極
め

て
多
い
。
そ
れ
は
『
五
経
正
義
』
中
に
「
未
知
出
何
書
也
」
　
「
無
文
可

拠
」
　
「
無
正
文
」
　
「
無
明
文
」
　
「
不
知
出
伺
書
」
　
「
未
知
所
出
」
　
「
文

無
前
出
」
　
「
文
無
詐
拠
」
　
「
不
知
本
出
伺
書
」
　
「
不
知
伺
所
拠
也
」

「
無
文
可
漏
」
「
無
肝
案
拠
」
等
の
表
現
が
瀬
見
す
る
こ
と
か
ら
も
伺
え

る
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
も
拠
り
所
と
な
る
べ
き
文
献
が
重
要
視
き
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
権
威
あ
る
文
献
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ

は
他
な
ら
ぬ
経
書
で
あ
り
、
次
い
で
伝
文
で
あ
り
記
文
で
あ
っ
て
、
史

書
・
子
書
は
あ
く
ま
で
も
補
助
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
。
そ
れ
は

『
五
経
正
義
』
の
引
用
書
と
そ
の
数
を
瞥
見
す
れ
ば
明
瞭
で
、
経
書
の

◎

引
用
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。
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そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
前
節
で
引
用
し
た
『
尚
書
正
義
』
の
例
に
、
繹

書
の
所
説
に
対
し
て
「
正
典
無
其
事
也
」
書
⑨
・
「
経
典
無
文
焉
」
書

③
・
「
伝
記
無
其
事
」
書
⑨
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
『
尚

書
正
義
』
の
辞
書
へ
の
評
価
の
低
さ
を
示
す
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
た

と
え
繹
書
を
肯
定
的
に
史
料
と
し
て
引
用
す
る
場
合
に
も
、
史
書
・
手

書
と
同
等
な
の
で
あ
る
。

四
　
礼
記
正
義
所
引
の
繹
書

繹
書
に
苗
定
的
な
『
尚
書
正
義
』
と
対
照
的
な
の
が
『
礼
記
正
義
』

で
あ
る
。
肝
引
の
繹
書
は
凡
て
二
〇
三
例
、
『
五
経
正
義
』
中
で
最
も

多
い
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
肯
定
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
何
体
の
『
穀
梁
廃
疾
』
を
承
け
た
鄭
玄
の
『
釈
穀

梁
廃
疾
』
を
引
用
し
た
後
で
、

○
　
卯
鄭
此
言
、
三
時
之
田
不
敢
療
露
、
陰
書
於
膵
。
四
時
之
田
顕

然
在
春
秋
之
経
。
穀
梁
為
伝
之
時
、
去
孔
子
既
近
、
不
見
所
蔵

之
膵
。
唯
観
春
秋
見
経
、
故
以
為
四
時
田
也
。
公
羊
当
六
国
之

時
、
去
孔
子
既
遠
。
繹
書
見
行
於
世
、
公
羊
既
見
繹
文
、
故
以

引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
1
！
所
引
の
経
書
を
通
し
て
1

為
三
時
田
。
（
巻
一
二
・
六
葉
某
）

と
述
べ
る
記
載
は
、
鄭
玄
が
繹
書
を
孔
子
の
著
作
と
見
な
す
説
を
そ
の

ま
ま
容
認
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
次
に
嫁
げ
る
一
例
は
経
書
を

是
と
し
て
『
礼
記
』
月
令
の
経
文
を
も
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

〇
　
月
令
　
止
声
色
、
母
或
進
。

鄭
注
　
進
猶
御
見
也
。
声
謂
楽
也
。
易
及
楽
・
春
秋
説
、
夏
至

人
主
与
群
臣
従
八
能
之
士
作
東
五
日
。
今
止
之
非
其
道
也
。

正
義
　
「
作
楽
五
日
」
者
、
謂
日
至
之
前
濠
前
五
日
、
令
八
能

之
士
習
作
其
楽
以
迎
日
至
。
楽
繹
協
図
徴
亦
云
「
従
八
能
之

士
」
。
今
月
命
於
日
至
「
止
声
色
」
、
与
諸
繹
文
運
。
故
云

「
非
共
通
」
。
必
知
其
繹
文
「
作
楽
」
為
長
者
、
周
礼
大
司
楽

「
冬
至
祭
園
丘
、
夏
至
祭
地
方
沢
」
皆
有
「
作
東
」
之
文
、
不

得
云
「
止
楽
」
。
故
知
月
命
非
也
。
　
（
巻
一
六
・
七
葉

932

表
）

記
⑨

こ
れ
は
障
害
を
根
拠
と
し
て
「
月
令
」
の
記
載
を
誤
り
だ
と
断
定
す
る

鄭
玄
説
を
、
『
正
義
』
が
補
強
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

（
野
間
）



引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
　
ー
　
所
引
の
緯
書
を
通
し
て
　
ー

○
　
按
通
卦
験
云
「
倉
庚
為
正
月
申
」
、
与
此
不
同
者
、
蓋
是
国
土

各
異
、
気
有
早
晩
。
（
巻
一
五
・
二
薬
毒
）

記
③

と
あ
る
の
は
、
『
易
膵
』
と
経
文
と
の
相
違
を
地
域
差
に
帰
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
両
者
の
相
違
を
調
停
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る

い
は
ま
た
、
「
檀
弓
」
下
篇
の
　
「
含
玉
」
に
つ
い
て
の
、

○
　
脚
大
夫
無
女
。
案
成
十
七
年
「
公
孫
嬰
斉
夢
贈
境
域
」
注
云

「
食
珠
玉
含
象
」
、
則
脚
大
夫
蓋
用
珠
也
。
案
士
喪
礼
「
貝
三
実

子
算
」
注
云
「
貝
水
物
。
古
老
以
為
貨
。
江
水
出
鳶
。
算
竹
芳

名
」
、
是
士
用
貝
三
。
依
雑
記
則
大
夫
当
五
、
諸
侯
七
、
天
子

九
。
何
体
注
公
羊
云
「
天
子
以
珠
、
諸
侯
以
玉
、
大
夫
以
碧
、

士
以
貝
」
。
又
礼
繹
稽
命
徴
「
天
子
飯
以
珠
、
含
以
玉
。
諸
侯

飯
以
珠
、
含
以
壁
。
蜘
大
夫
飯
以
珠
、
含
以
貝
」
。
此
等
或
是

異
代
礼
、
非
周
法
也
。
（
巻
九
二
二
葉
表
）
　
　
－
　
　
記
④

と
あ
る
記
載
は
、
『
左
伝
』
　
『
儀
礼
』
　
『
礼
記
』
と
相
違
す
る
『
礼
繹
』

の
記
述
を
、
時
代
差
に
よ
る
も
の
と
し
て
調
停
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
寡
鬼
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
『
礼
記
正
義
』
節
引
の
二
〇
三
例
申

（
野
間
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

で
、
経
書
に
対
す
る
否
定
的
表
現
は
次
の
三
例
の
み
で
あ
る
。

○
　
但
伏
犠
之
前
及
伏
犠
之
後
、
年
代
参
差
、
所
説
不
一
。
繹
候
紛

臨
、
各
相
承
背
、
且
復
煩
而
無
用
。
今
並
略
之
。
（
巻
「
一

葉
裏
）

記
⑥

○
　
又
礼
繹
合
文
嘉
云
「
殿
爵
三
等
。
殿
正
尚
白
、
白
老
兼
正
中
、

故
三
等
。
夏
尚
黒
、
亦
従
三
等
」
。
按
孝
経
夏
制
而
云
「
公
僕

伯
子
男
」
、
是
不
為
三
等
也
。
合
文
京
之
文
又
不
可
用
也
。

（
巻
一
一
・
五
薬
事
）

記
⑥

○
　
云
「
百
舌
鳥
」
者
、
秦
云
「
虫
名
竜
也
。
今
謂
之
墳
墓
。
其
舌
本

前
著
口
側
而
兼
務
内
。
故
謂
之
反
舌
。
通
卦
験
臼
、
挿
労
鳴
、

㊤

蝦
基
無
声
」
。
又
康
信
云
…
…
。
蠣
夙
答
日
「
：
：
今
大
鼓

之
。
故
不
従
繹
与
俗
儒
也
」
。
（
巻
一
六
二
一
葉
表
）
　
－
　
記
㊦

も
っ
と
も
こ
の
う
ち
の
記
㊦
は
、
鄭
玄
説
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
の

『
易
繹
』
に
基
づ
い
た
桑
島
説
を
否
定
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
『
礼
記
正
義
』
の
辞
書
に
対
す
る
基
本

的
確
度
は
ほ
と
ん
ど
が
肯
定
的
な
も
の
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ



し
鄭
玄
が
緑
青
を
否
定
す
る
場
合
は
『
正
義
』
は
鄭
玄
説
を
支
持
す

る
。と

こ
ろ
で
『
礼
記
正
義
』
は
孔
穎
達
の
序
で
述
べ
る
よ
う
に
、
梁
の

皇
侃
の
『
礼
記
義
琉
』
を
基
本
に
し
て
、
そ
の
不
備
を
北
周
の
熊
安
生

『
礼
記
義
疏
』
で
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
緯
害
に
関
し
て
い
え

ば
、
熊
安
生
所
引
の
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
皇
侃
許

引
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
も
の
は
、
「
皇
氏
以
為
、
未
大
平
不
巡
守
非

也
。
其
封
禅
者
、
必
因
巡
守
大
平
乃
始
為
之
。
故
申
候
準
載
暫
云
」

◎

（
巻
二
・
三
三
乗
表
）
の
一
例
だ
け
の
よ
う
で
、
こ
れ
に
対
し
て
熊
安

生
詐
引
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
思
わ
れ
る
例
は
多
い
（
巻
一
の
二
葉
・

一
三
葉
二
六
葉
、
巻
四
の
四
葉
・
八
葉
・
一
六
葉
二
九
葉
、
巻
六

の
六
葉
、
巻
二
の
一
葉
、
巻
一
五
の
一
五
葉
、
巻
一
七
の
二
一
葉
、

拳
一
四
の
一
四
葉
、
拳
二
八
の
三
業
な
ど
）
。
こ
れ
は
『
周
書
』
儒
林

熊
安
生
伝
の
、
「
弟
子
自
遠
方
至
者
千
余
人
。
乃
討
論
図
揮
、
指
摘
異

聞
、
先
儒
詐
未
悟
者
、
皆
発
明
之
」
と
い
う
記
事
か
ら
す
る
と
、
あ
る

い
は
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。

引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
　
ー
　
所
引
の
緑
青
を
通
し
て
　
ー

五
　
春
秋
正
義
所
引
の
経
書

『
隋
書
』
経
箱
志
の
経
書
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

宋
均
・
鄭
玄
並
為
哉
律
之
注
。
然
其
文
辞
浅
俗
、
転
倒
舛
謬
、
不

顛
聖
人
之
旨
。
相
伝
疑
世
人
造
為
之
後
、
或
者
又
加
点
窺
、
非
其
実

録
也
。
起
王
葬
好
符
命
、
光
武
以
図
哉
輿
、
遂
盛
行
於
世
。
・
：
言

五
経
者
、
皆
憑
哉
為
説
。
唯
孔
安
国
・
毛
公
・
王
環
・
票
達
之
徒
独

非
之
、
相
承
以
為
妖
豪
、
乱
中
庸
之
典
。
…
魂
代
王
粛
推
引
古
学
、

以
難
其
義
。
王
弼
・
杜
預
従
而
明
之
、
自
是
古
学
粕
立
。

こ
の
記
事
に
依
れ
ば
、
前
二
節
で
考
察
し
た
『
尚
書
正
義
』
と
『
礼
記

正
義
』
の
繹
書
に
対
す
る
異
な
っ
た
評
価
は
、
実
は
そ
の
ま
ま
孔
安
国

と
鄭
玄
の
経
書
に
対
す
る
態
度
と
一
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

こ
れ
は
『
五
経
正
義
』
が
「
注
釈
」
を
再
注
釈
し
た
「
義
疏
」
を
下
敷

に
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
必
然
的
に
出
て
く
る
結
果
な
の
で
あ
る
。
そ

ぅ
だ
と
す
れ
ば
、
残
る
三
経
の
『
正
義
』
の
繹
書
の
評
価
も
、
自
ず
か

ら
予
想
が
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
次
い
で
『
春

142

秋
正
義
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
野
間
）

老



引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
　
ー
　
所
引
の
緯
書
を
通
し
て
　
ー

『
春
秋
正
義
』
所
引
の
繹
書
の
数
は
凡
て
三
一
例
、
極
め
て
少
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
う
ち
、
鄭
玄
と
の
関
連
か
ら

繹
書
を
引
用
す
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
い
ま
一
例
を
挙
げ
よ
う
。

○
　
鄭
玄
注
書
多
用
載
繕
、
言
「
天
神
有
六
、
地
祇
有
二
。
天
有
天

皇
大
帝
、
又
有
五
方
之
帝
。
地
有
罠
裔
之
山
神
、
又
有
神
州
之

神
。
：
…
」
。
唯
鄭
玄
立
此
為
義
。
而
先
儒
悉
不
然
。
故
王
粛

作
聖
証
論
、
引
群
書
以
証
之
、
言
「
郊
則
園
丘
、
園
丘
則
邦
。

天
体
唯
一
、
安
得
有
六
天
也
」
。
晋
武
帝
王
蔚
之
外
孫
也
。
泰

始
之
初
、
定
南
北
邦
、
祭
一
地
一
天
、
用
王
粛
之
義
。
杜
君
身

処
普
朝
、
共
遵
王
説
。
集
解
・
釈
例
都
不
言
有
二
天
。
（
巻
六

（
野
間
）

九
八

用
壁
」
。
此
芦
伯
得
有
理
塊
者
、
案
周
礼
「
天
子
食
用
玉
」
、

則
礼
緯
之
文
末
可
全
依
。
或
可
珠
玉
兼
有
。
故
釈
例
云
「
珠
玉

田
舎
」
。
（
巻
二
八
二
一
三
業
表
）

・
春
⑨

・
一
三
葉
裏
）

春
①

こ
れ
か
ら
す
る
と
、
基
本
的
に
は
『
春
秋
正
義
』
の
繹
書
に
対
す
る
評

価
は
『
尚
書
正
義
』
の
そ
れ
と
同
じ
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
四
節
肝
引
の
記
④
と
同
じ
「
合
玉
」
に
つ
い
て
論
じ
た
例
、

○
　
合
者
或
用
玉
或
用
珠
、
故
夢
食
珠
玉
為
合
象
也
。
詩
毛
伝
云

「
鎮
魂
石
而
次
玉
」
。
礼
繹
「
天
子
合
用
殊
。
諸
侯
用
玉
。
大
夫

で
は
、
記
④
が
『
礼
緯
』
を
異
代
の
制
度
だ
と
し
て
い
わ
ば
折
衷
的
態

度
を
と
る
の
と
は
異
な
り
、
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
．
。
ち
な
み

に
『
儀
礼
疏
』
　
（
巻
三
五
二
五
葉
裏
）
・
『
穀
梁
疏
』
　
（
巻
一
二
ハ

葉
裏
）
　
は
『
礼
記
正
義
』
の
論
旨
に
近
い
。

と
こ
ろ
で
、
二
節
で
引
用
し
た
書
①
の
前
文
に
は
、
「
君
然
尚
書
緯
及

孝
経
緯
皆
云
、
三
豊
無
文
字
。
叉
班
固
・
馬
融
・
鄭
玄
・
王
粛
諸
儒
皆

以
為
文
箱
初
白
五
帝
、
亦
云
、
三
皇
未
有
文
字
。
与
此
鋭
（
孔
安
国
）

不
同
何
也
」
と
い
う
一
節
が
有
る
の
で
あ
る
が
、
『
春
秋
正
義
』
に
は

「
三
皇
に
文
字
が
有
っ
た
か
否
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
孔
安

国
『
尚
書
』
序
を
引
用
し
た
後
に
、

○
　
楚
左
史
侍
相
「
能
読
三
墳
五
典
八
索
九
丘
」
即
謂
上
世
帝
王
遺

書
也
。
周
礼
外
史
「
掌
三
豊
五
帝
之
書
」
鄭
玄
云
「
楚
霊
王
所

謂
三
墳
五
典
」
是
也
。
頭
達
云
「
三
墳
三
王
之
書
。
五
典
五
帝

2
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之
典
。
八
索
八
王
之
法
。
九
丘
九
州
亡
国
之
戒
。
・
…
＝
」
。
此

諸
家
者
各
以
意
言
、
皆
無
正
験
、
杜
所
不
信
、
故
云
「
皆
古
書

名
」
。
（
巻
四
五
二
二
七
葉
表
）

春
③

と
い
う
記
載
が
あ
る
だ
け
で
、
こ
こ
に
は
経
書
の
引
用
が
全
く
な
い
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
同
じ
問
題
を
論
じ
た
『
周
礼
琉
』

（
巻
二
六
二
一
六
葉
表
）
と
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、
こ
こ
に
は
他
の

引
用
書
が
ほ
ぼ
春
③
と
一
致
す
る
う
え
に
、
書
①
と
同
様
『
孝
経
緯
』

も
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
様
な
例
は
他
に
も
二
例
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
商
」

・
「
商
丘
」
を
論
じ
た
「
商
頒
譜
」
正
義
（
巻
二
三
之
三
二
葉
）
で

は
『
申
候
握
河
紀
』
　
『
契
怒
』
　
『
孝
経
援
神
契
』
等
を
引
用
し
て
論
証

す
る
の
に
対
し
て
、
『
春
秋
正
義
』
　
（
巻
三
十
・
二
四
葉
）
に
は
緯
書

の
引
用
が
全
く
な
い
。
ま
た
「
詩
語
序
」
正
義
（
五
葉
）
の
「
五
覇
」

・
「
五
伯
」
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
に
は
『
中
候
覇
免
』
注
（
巻
五
之

三
・
六
葉
表
に
も
引
用
す
る
）
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
『
春
秋
正
義
』

（
巻
二
五
二
五
葉
表
）
で
は
、
共
通
す
る
引
用
書
と
、
鄭
玄
の
語
を

引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
わ
成
り
立
ち
　
－
　
所
引
の
緯
書
を
通
し
て
ー
1

挙
げ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
が
『
中
候
覇
免
』
注
で
あ
る
こ
と
を
明
言

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
春
秋
正
義
』
が
緯
書
を
意
識
的
に

無
視
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
想
像
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

『
春
秋
正
義
』
に
お
け
る
緯
書
の
資
料
と
し
て
の
評
価
は
、
そ
の
引

用
数
の
少
な
さ
が
物
語
る
よ
う
に
、
極
め
て
低
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
れ
は
『
春
秋
正
義
』
の
拠
っ
た
杜
預
の
『
春
秋
経
伝
集

解
』
が
緯
書
に
冷
淡
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
一
因
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
私
は
さ
ら
に
こ
れ
が
『
春
秋
正
義
』
の
底
本
で
あ
る
隋

の
劉
呟
『
春
秋
述
議
』
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
予
徹

す
る
の
で
あ
る
。

『
春
秋
正
義
』
が
『
春
秋
述
議
』
を
基
本
に
し
て
、
そ
の
不
倫
を
陳

の
沈
文
阿
『
春
秋
左
氏
経
伝
義
略
』
で
補
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

そ
の
序
の
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
沈
氏
で
補
っ
た
と
思
わ
れ
る

一
例
と
し
て
、
倍
公
十
九
年
伝
「
司
馬
子
魚
日
、
古
者
六
畜
不
相
為

用
」
　
（
注
‥
司
馬
子
魚
公
子
目
夷
也
。
六
畜
不
相
為
用
、
謂
著
祭
烏
先

不
用
馬
）
　
の
『
正
義
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
半
に
、

（
野
間
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
　
ー
　
所
引
の
緯
書
を
通
し
て
1

0
　
周
礼
校
人
「
春
祭
馬
祖
」
。
鄭
玄
云
「
属
祖
天
馬
也
。
孝
経
説

日
房
為
葦
属
」
。
六
畜
之
言
先
祖
者
唯
此
一
文
而
己
。
以
外
年

孝
之
等
、
其
祖
不
知
為
何
神
也
。
「
謂
君
祭
底
先
不
用
馬
」
、

略
挙
一
隅
、
拠
有
文
者
言
之
耳
。
沈
氏
云
「
春
秋
鋭
、
天
苑
主

年
。
叉
有
天
鶏
天
狗
天
衣
。
以
馬
祖
類
之
、
此
等
各
有
其
祖
」
。

（
野
間
）

の
予
憩
を
あ
る
程
度
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。

岩
○

（
巻
一
四
二
一
二
葉
裏
）

春
④

と
あ
る
。
こ
こ
に
「
劉
呟
」
の
語
は
見
え
な
い
が
、
文
章
は
「
沈
氏
」

の
前
で
一
応
完
結
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
前
半

は
劉
呟
説
で
あ
り
、
沈
氏
が
『
春
秋
緯
』
に
根
拠
を
求
め
た
の
に
対

し
、
劉
肱
は
沈
氏
『
義
略
』
の
所
説
を
検
討
し
た
上
で
、
こ
れ
を
無
視

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
緯
書
を
評
価
す
る
唐
時
代
人
が
再
び
沈
氏
説
で
補

足
し
た
の
で
あ
る
。

『
春
秋
正
義
』
中
の
緯
書
の
す
べ
て
が
沈
文
阿
許
引
と
は
言
え
な
い

ま
で
も
、
沈
氏
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
こ
の
他
に
二
例
（
巻
二

の
二
葉
裏
・
巻
三
の
二
六
葉
裏
）
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
劉
呟
に
よ
っ

て
否
定
さ
れ
た
緯
書
説
が
一
例
（
巻
二
・
七
葉
表
）
あ
る
こ
と
も
、
右

六
　
毛
詩
正
義
所
引
の
締
着

『
毛
詩
正
義
』
の
緯
書
に
対
す
る
態
度
は
、
他
の
『
正
義
』
と
い
さ

さ
か
趣
を
異
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
前
引
の
『
隋
書
』
経
籍

志
に
よ
れ
ば
、
『
毛
伝
』
は
緯
書
を
認
め
ず
、
『
鄭
箋
』
は
こ
れ
を
大

い
に
活
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
『
毛
詩
正
義
』
所
引
の
緯
書
の
数
は
凡
て
一
四
二
例
で
、
こ
れ

は
『
礼
記
正
義
』
に
次
い
で
多
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が

『
鄭
箋
』
と
の
関
わ
り
か
ら
肯
定
的
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
『
毛
詩
正
義
』
の
緯
書
に
対
す
る
評
価
は
『
礼
記
正
義
』
の
そ

れ
と
同
様
と
い
え
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
断
定
す
る
前
に
検
討

す
べ
き
問
題
は
、
毛
・
部
の
緯
書
に
対
す
る
態
度
の
違
い
を
『
毛
詩
正

義
』
が
い
か
に
処
理
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
『
毛
詩
正
義
』
は
両
者
の
対
立
を
調
侍
し
よ
う

と
努
力
す
る
事
な
く
、
．
そ
の
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
敢
行
・
解
釈

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
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○
　
毛
氏
不
信
哉
緑
、
以
天
無
倉
島
生
人
之
理
。
＝
：
：
以
玄
鳥
至
両

生
鳶
、
記
其
祈
福
之
時
、
美
其
得
天
之
命
、
故
言
天
命
玄
鳥
使

下
生
商
也
。
‥
…
・
鄭
以
申
候
契
握
云
「
…
」
、
殿
本
紀
云

「
…
・
」
。
此
二
文
及
諸
緯
候
言
呑
綻
生
契
者
多
兵
。
故
鄭
拠
之
以

易
伝
也
。
（
巻
二
十
之
三
・
一
六
葉
裏
）

詩
①

平
期
の
作
だ
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
『
毛
詩
正

義
』
に
も
一
例
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

○
　
楽
緯
動
声
儀
・
詩
緯
含
神
務
・
尚
書
瑠
璃
釣
皆
云
「
三
百
五
篇
」

者
、
漢
世
毛
学
不
行
、
三
家
不
見
詩
序
、
不
知
六
篇
亡
失
、
謂

其
唯
有
三
百
五
篇
。
識
緯
皆
湊
世
所
作
、
放
言
三
百
五
耳
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
様
な
例
と
し
て
巻
十
七
之
一
（
二
葉

裏
）
　
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
『
毛
詩
正
義
』
に
は
緯
書
に
対
す
る
否
定
的
言
辞
も
若
干
な
が

ら
存
在
す
る
。
例
え
ば
「
但
緯
候
之
書
、
大
成
不
信
。
敏
郎
不
引
之
」

（
巻
十
二
之
二
・
二
葉
表
）
・
「
緯
錐
不
可
尽
信
、
其
言
主
以
釈
此
、

故
拠
之
以
為
周
十
月
焉
」
　
（
巻
十
二
之
二
二
二
葉
表
）
・
「
此
箋
不
易

毛
伝
、
蓋
以
礼
緯
難
信
、
不
拠
以
為
正
也
」
　
（
巻
十
九
之
四
・
一
一
葉

裏
）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
『
毛
詩
正
義
』

は
『
礼
記
正
義
』
と
同
様
に
見
え
て
、
こ
れ
と
は
一
線
を
画
す
る
と
こ

ろ
が
有
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
緯
書
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
、
『
尚
書
正
義
』
が
漢
代
の
友

引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
1
所
引
の
緯
書
を
通
し
て
1

（
詩
語
序
・
五
葉
裏
六
葉
表
）

詩
⑨

『
五
経
正
義
』
申
（
さ
ら
に
九
経
疏
に
ま
で
広
げ
て
も
）
、
緯
書
の
成

立
が
洪
代
で
あ
る
と
確
言
す
る
も
の
は
、
『
尚
書
正
義
』
と
実
に
『
毛

詩
正
義
』
の
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
事
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
『
毛

詩
正
義
』
に
は
緯
書
の
史
料
と
し
て
の
価
値
に
対
し
て
、
い
さ
さ
か
批

判
的
態
度
が
見
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

七
　
周
易
正
義
詐
引
の
緯
書

本
節
で
は
残
る
『
周
易
正
義
』
と
、
そ
の
他
の
『
九
経
疏
』
に
つ
い

て
略
述
し
ょ
う
。
『
周
易
正
義
』
詐
引
の
緯
書
は
凡
て
一
八
例
、
『
五

経
正
義
』
中
で
最
も
少
な
い
。
し
か
も
孔
穎
達
『
周
易
正
義
』
序
に
一

三
例
が
集
中
し
て
．
い
る
の
が
特
徴
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
い

（
野
間
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
一

5

4
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引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
　
ー
　
所
引
の
繚
書
を
通
し
て
1

ず
れ
も
議
論
を
進
め
て
い
く
際
に
重
要
な
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
特
に
　
「
第
五
論
分
上
下
二
篇
」
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
『
易
緯
乾
藍
度
』
の
文
章
か
ら
成
り
、
最
後
に
「
以
此
言
之
、

則
上
下
二
篇
文
王
所
定
、
夫
子
作
緯
以
釈
其
義
也
」
と
述
べ
て
、
緯
書

孔
子
著
作
説
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
の

「
第
八
論
誰
加
経
字
」
で
は
『
孝
経
緯
』
を
引
用
し
た
あ
と
で
、
「
但

緯
文
部
腐
、
下
可
全
信
」
と
い
う
否
定
的
言
辞
が
あ
る
。
あ
る
い
は

『
易
緯
』
以
外
に
は
信
を
置
い
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
以
下
『
九
経
疏
』
に
移
ろ
う
。
『
周
礼
疏
』
　
『
儀
礼
疏
』
は
い

ず
れ
も
唐
の
賓
公
彦
の
手
に
成
る
も
の
で
、
と
も
に
鄭
玄
注
を
根
拠
と

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
緯
書
に
対
し
て
は
す
べ
て
肯
定
的
で
あ
る
。

『
周
礼
疏
』
に
は
緯
書
を
孔
子
の
作
と
明
言
す
る
も
の
が
あ
る
ほ
ど
で

あ
る
　
（
巻
七
・
二
五
葉
表
）
。
た
だ
『
周
礼
』
　
『
儀
礼
』
の
書
物
の
性

格
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
緯
書
の
引
用
数
は
、
『
周
礼
疏
』
の
一

一
六
例
、
『
儀
礼
疏
』
の
一
八
例
で
、
『
儀
礼
疏
』
に
少
な
い
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
『
儀
礼
疏
l
』
に
は
一
例
の
み
、
鄭
玄
注
に
し
た
が
っ
て

（
野
間
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
二

経
書
を
否
定
す
る
も
の
が
あ
る
　
（
巻
四
八
二
一
一
葉
表
）
。

次
に
『
公
羊
疏
』
で
あ
る
が
、
引
用
数
は
凡
て
二
二
〇
例
と
極
め
て

多
く
、
何
体
『
解
詰
』
が
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
緯
書
の
名
を
逐
一
挙
げ

て
い
る
。
こ
れ
は
『
公
羊
疏
』
の
成
立
し
た
時
代
が
、
緯
書
の
亡
伏
す

る
以
前
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
書
き
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
例

え
ば
嚢
公
一
六
年
何
体
注
に
引
く
「
礼
記
玉
藻
」
に
つ
い
て
、
「
今
礼

記
玉
藻
即
無
此
文
。
唯
礼
説
稽
合
徴
及
含
文
幕
営
云
…
…
。
而
言
玉
藻

誤
也
。
」
　
（
巻
二
十
・
八
葉
衰
）
　
と
あ
る
記
載
か
ら
す
る
と
、
右
の
予

想
も
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ
で
、
先
学
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
公
羊

疏
』
の
成
立
は
六
朝
時
代
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
『
穀
衆
疏
』
で
あ
る
が
、
引
用
数
凡
て
一
七
例
、
茫
宜
注
が

否
定
す
る
の
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
二
例
（
一
・
一
葉
裏
と
巻
一
一
・
三

葉
裏
）
　
を
除
い
て
、
す
べ
て
が
肯
定
的
で
あ
る
。

八
　
ま
と
　
め

唐
宋
八
大
家
の
ひ
と
り
欧
陽
修
に
「
論
削
去
九
経
正
義
中
哉
緯
邦

子
」
と
い
う
論
文
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
九
経
正
義
』
中
か
ら
不
純
物
た

6
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る
緯
書
を
剛
去
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
も
の
で
、
冒
頭
で
挙
げ
た
皮
錫

瑞
詐
引
の
「
雑
引
哉
緯
」
と
同
じ
主
旨
だ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
五
経
正

義
』
申
、
緯
書
に
対
す
る
評
価
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
雑
引
讃

緯
」
は
『
五
経
正
義
』
す
べ
て
に
は
該
当
し
な
い
の
で
あ
る
。
否
定
的

な
も
の
か
ら
肯
定
的
な
も
の
へ
と
順
次
挙
げ
る
な
ら
ば
、

尚
書
1
春
秋
1
毛
詩
1
周
易
1
礼
記

と
な
る
。
『
毛
詩
正
義
』
が
中
間
に
位
置
し
、
そ
の
他
の
『
周
礼
疏
』

『
公
学
疏
』
は
『
礼
記
正
義
』
と
同
等
、
『
儀
礼
疏
』
　
『
穀
梁
疏
』
は

『
周
易
正
義
』
と
同
列
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
か
か
る
評
価

の
相
違
は
、
『
五
経
正
義
』
の
選
定
し
た
「
注
」
が
鄭
玄
の
二
経
の
注

を
除
い
て
す
べ
て
異
な
る
こ
と
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
『
五
経
正

義
』
が
「
曲
絢
注
文
」
と
い
う
性
格
を
持
つ
こ
と
は
既
に
論
述
し
た
と

こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
彼
此
互
異
」
も
「
雑

引
我
緯
」
も
実
に
こ
の
「
曲
拘
注
文
」
の
必
然
の
結
果
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
さ
ら
に
私
は
、
経
書
へ
の
評
価
が
低
い
三
経
の
『
正
義
』

引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
1
引
書
の
緯
書
を
通
し
て
　
ー

が
、
い
ず
れ
も
隋
の
劉
煩
の
『
五
経
述
議
』
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
『
周
易
正
義
』
だ
け
が
唐
時
代

人
の
手
に
成
る
部
分
が
多
い
こ
と
は
そ
の
序
か
ら
も
伺
え
る
が
、
こ
れ

が
緯
書
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
緯
書

を
無
批
判
に
史
料
と
し
て
引
用
し
な
い
と
い
う
姿
勢
は
、
実
は
劉
蛇
の

考
え
方
か
ら
く
る
も
の
で
は
な
い
か
と
予
憩
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
既
に
五
節
の
『
春
秋
正
義
』
の
項
の
最
後
に
も
述
べ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
考
え
を
さ
ら
に
『
尚
書
正
義
』
　
『
毛
詩
正
義
』

に
ま
で
及
ぼ
し
た
い
。

劉
焙
の
『
五
経
述
議
』
は
亡
伏
し
て
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
確

認
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
が
、
幸
い
昭
和
十
七
年
に
我
が
国
で

発
見
さ
れ
た
『
孝
経
述
議
』
の
巻
一
に
は
、
「
識
緯
之
文
、
信
多
虚

誕
。
雑
不
尽
是
聖
言
、
斯
当
有
承
旧
説
」
と
い
う
一
文
が
見
え
る
。
こ

れ
は
二
節
で
引
用
し
た
書
⑨
の
主
張
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
巻
四
（
聖
治
章
）
　
で
は
、
「
鄭
玄
以
緯
説
経
言
」
と
述
べ
て
鄭
玄
の

六
天
説
を
紹
介
し
た
後
、
王
蒲
の
言
葉
を
引
用
し
て
後
者
を
是
と
し
て

（
野
間
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
己
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引
書
か
ら
み
た
五
経
正
義
の
成
り
立
ち
1
所
引
の
緯
書
を
通
し
て
1
1
　
（
野
間
）

い
る
が
、
こ
れ
は
五
節
詐
引
の
春
①
と
全
く
同
じ
論
旨
で
あ
る
。
右
の

仮
説
の
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
て
も
よ
い
と
患
う
。

①
　
胡
敬
「
唐
孔
穎
達
五
経
義
疏
得
失
論
」
　
（
『
経
義
蕉
砂
』
）
に
も
「
故
孔
氏

之
失
者
」
と
し
て
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

⑧
　
以
下
に
「
九
経
疏
所
引
緯
書
表
」
を
掲
げ
る
。

⑧
　
た
と
え
ば
『
毛
詩
正
義
』
は
引
用
書
籍
・
人
名
数
が
最
も
多
く
八
七
〇
〇
例

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
九
経
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
約
五
三
〇
〇
例
、
十
三

趣
に
ま
で
広
げ
る
と
約
七
四
五
〇
例
で
あ
る
。

④
　
院
刻
本
で
は
「
癖
夙
関
目
」
に
作
る
が
、
『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
二
十
三
所

引
の
原
信
『
礼
記
難
』
で
は
「
癖
夙
春
日
」
に
作
る
。
「
難
」
に
対
す
る
「
苓
」

の
方
が
文
意
が
通
る
の
で
、
こ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑤
　
ち
な
み
に
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
に
経
書
の
引
用
は
全
く
無
い
。

表書緯弓所疏経
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A Study of Xu-Lieh-nu-chuan (H^J&RI)

Shimomi Takao

Liu Hsiang (§Jfaj79 SBC) was a scholar towards the close of the Han dynasty.

Among a number of his characteristic writings is Lieh-nu-chuan (F^'J^cfSJ), whi-

ch is valued as the firstbiography of women in China. It is said that Xu-Lieh-

nu-chuan ([1^5'J^cfoJ) is not his work. In this paperj I will prove the truth of

it.

Wang Chong' s Xing Theory

-Xing, Ming, Qing and Qi

Teruko Yoshida

Wang Chong distinguished between xing and ming. Xing bears no relation to
ming. This thought is rationalism for distinguish from mysticism. And he also

distinguished between xing and qing. But xing and qing are made from ying qi and

yang qi,too. For man's body is made from ying qi and yang qi.The wu hsing gi
acts the mind. The yuan qi explain that all thing is one and the same. Wang Cho-

ng's xing theory has been carried out on the importance of study and rationalism.

A Study of The Wujfng Zhengyi SgiiEsS's Estimate
of The Weisyu $t§

Fumichika Noma

In this paper Iattempt to examine how each book of The Jiujing Syu A.SSft,
especially of The Wujing Zhengyi, estimtes The Weisyu as material for quota-

tion. Their estimates can be summarized as follows:

1. The Shangsyu Zhengyi f^UIES and The Chungiu Zhengyi ^I^IEIS do not

rate The Weisyu high.

2. The Liji Zhengyi ^LISIEfi, The Chouyi Zhengyi JoJUIEfS and all the other

books of The Jiujing Syu but The Maoshi Zhengyi 4iiNfIEti depend on TheWei-

syu.
3. The Maoshi Zhengyi's estimate of The Weisyu is generally high with some

exceptions.
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4. The Shangsyu Zhengyi's, The Chungiu Zhengyi's, The Maoshi Zhengyi's esti-

mate of The Weisyu are based on Liu Xuan Sd^i's The Wujing Shuyi £H5EfS,

their original texts.

On Wang Fu-zhi (i*2.)' s Fundamental

Thoughts found in Chou-i Tai-siang chieh (JUI§±|£B?)

Kenshu Yoshida

His Chou-i Tai-siang chieh (M5zj3sM?&) was written only for explaining Tai-
siang. Through reading it, I hope to know how Wang Fu~zhi (3i^c^.) thought,

felt and lived.

A Study of Shang Ping-lin (ft^gt)' s fChien-lun (&H),

Yuan-chiao-P 'ien (Jlffc^).J

-I-
Shosuke Ebitani

Chang Ping-lin ($ffif?)'s Yiian-chiao-p 'ien (IglJtM), contained in Chien-lun

(å fs^ffl), is the researches into the Chinese ancient worships.

He thought most of them were fallacies and had to abolish except the worship

of ancestor and ancient sages.

In this paper, I have tried to show what his idea was and how he proved it.
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